
摘要

41.鉄筋挿入
工

施
工

必須 引き抜き試験
（受入れ試験）
引き抜き試験
（適合性試験）

地山補強土工法設
計・施工マニュア
ル

設計図書による。 ・施工全数量の3％かつ3本以上を標準と
する。
・載荷サイクルは1サイクルとする。

41.鉄筋挿入
工

施
工

必須 引抜き試験
（受入れ試験）
（削除）

地山補強土工法設
計・施工マニュア
ル

設計図書による。 ・施工全数量の3％かつ3本以上を標準と
する。
・載荷サイクルは1サイクルとする。

誤植

41.鉄筋挿入
工

施
工

その他 適合性試験 地山補強土法設
計・施工マニュア
ル

設計図書による。 ・地層ごとに3本以上を標準とする。
・載荷サイクルは多サイクルを原則とす
る。
・初期荷重は。5.0kNもしくは計画最大荷
重の0.1倍程度とする。

41.鉄筋挿入
工

施
工

その他 引抜き試験
（適合性試験）

地山補強土工法設
計・施工マニュア
ル

設計図書による。 ・地層ごとに3本以上を標準とする。
・載荷サイクルは多サイクルを原則とす
る。
・初期荷重は。5.0kNもしくは計画最大荷
重の0.1倍程度とする。

誤植
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三重県公共工事工事共通仕様書（令和２年８月）第３回正誤表 
誤 正 摘要 

【分冊２】生コンクリートの取り扱いマニュアル 

第１章 一般事項 

（省略） 

第２章 レディーミクストコンクリートの品質に関する取り扱い

（省略） 

第３章 コンクリート構造物の品質確保の調査について

（省略） 

第４章 コンクリートの耐久性向上

（省略） 

第５章 レディーミクストコンクリート単位水量試験

１．適用範囲 

（省略） 

２．測定機器 

（省略） 

３．品質の管理 

（省略） 

４．単位水量の管理記録 

（省略） 

５．測定頻度 

単位水量の測定頻度は、以下による。 

（１）２回/日(午前１回、午後１回)、または、重要構造物では重要度に応じて 100～150ｍ3ごとに１回。 

（２）荷卸し時に品質の変化が認められたとき 

なお、重要構造物とは、高さが５ｍ以上の鉄筋コンクリート擁壁（ただし、プレキャスト製品は除く。）、内空

断面が２５㎡以上の鉄筋コンクリートカルバート類、橋梁上・下部（ただし、PC は除く。）、トンネル及び高

さが３ｍ以上の堰・水門・樋門とする。 

（以下省略） 

【分冊２】生コンクリートの取り扱いマニュアル 

第１章 一般事項 

（省略） 

第２章 レディーミクストコンクリートの品質に関する取り扱い

（省略） 

第３章 コンクリート構造物の品質確保の調査について

（省略） 

第４章 コンクリートの耐久性向上

（省略） 

第５章 レディーミクストコンクリート単位水量試験

１．適用範囲 

（省略） 

２．測定機器 

（省略） 

３．品質の管理 

（省略） 

４．単位水量の管理記録 

（省略） 

５．測定頻度 

単位水量の測定頻度は、以下による。 

２回/日(午前１回、午後１回)以上、重要構造物の場合は重要度に応じて、100～150ｍ3ごとに１回、

及び荷卸し時に品質の変化が認められたときとし、測定回数は多い方を採用する。 

なお、重要構造物とは、高さが５ｍ以上の鉄筋コンクリート擁壁（ただし、プレキャスト製品は除

く。）、内空断面が２５㎡以上の鉄筋コンクリートカルバート類、橋梁上・下部（ただし、PC は除く。）、

トンネル及び高さが３ｍ以上の堰・水門・樋門とする。

（以下省略） 

共通仕様書と

の整合による

修正 
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共通仕様書と

の整合による

修正 

誤謬訂正 

＜
参
考
１
＞
　
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
検
査
項
目
の
試
験
頻
度
に
つ
い
て

工
種

規
模

日
当

た
り

打
設

量
5
0
m

3
以

上
（
配

合
種

類
別

）

日
当

た
り

打
設

量
5
0
m

3
未

満
（
配

合
種

類
別

）
日

当
た

り
打

設
量

5
0
m

3
未

満
（
配

合
種

類
別

）
日

当
た

り
打

設
量

5
0
m

3
以

上
（
配

合
種

類
別

）
日

当
た

り
打

設
量

1
0
0
m

3
以

上

工
場

の
種

類
JI

S
外

工
場

JI
S
工

場
※

2
JI

S
外

工
場

JI
S
工

場
※

2
JI

S
外

工
場

・
JI

S
工

場
※

2
JI

S
工

場
※

2
JI

S
外

工
場

単
位

水
量

測
定

―
―

―
―

―
―

―
―

・
1
0
0
m

3
/
日

以
上

の
場

合
：
2
回

/
日

（
午

前
1
回

、
午

後
1
回

）
以

上
、

重
要

構
造

物
の

場
合

は
重

要
度

に
応

じ
て

、
1
0
0
 m

3
～

1
5
0
m

3
ご

と
に

1
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

と
し

、
測

定
回

数
は

多
い

方
を

採
用

す
る

。

ス
ラ

ン
プ

試
験

・
1
工

種
1
回

以
上

・
1
工

種
1
回

以
上

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
※

3
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
5
0
m

3
ご

と
に

1
回

・
1
日

1
回

以
上

空
気

量
測

定

・
1
工

種
1
回

以
上

・
1
工

種
1
回

以
上

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
※

3
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
5
0
m

3
ご

と
に

1
回

・
1
日

1
回

以
上

圧
縮

強
度

試
験

・
1
工

種
1
回

以
上

・
1
工

種
1
回

以
上

、
ま

た
は

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

工
場

の
品

質
証

明
書

等
※

3
の

み
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

・
5
0
m

3
ご

と
に

1
回

・
生

コ
ン

工
場

の
同

一
現

場
へ

の
出

荷
順

に
5
0
m

3
程

度
で

く
く

っ
て

（
打

設
日

が
違

っ
て

も
か

ま
わ

な
い

）
、

1
回

以
上

。
・
打

設
量

が
小

量
で

2
週

間
か

か
っ

て
も

5
0
m

3
に

満
た

な
い

場
合

は
、

2
週

間
で

1
回

以
上

。

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午

前
に

１
回

コ
ン

ク
リ

ー
ト
打

設
前

に
行

い
、

そ
の

試
験

結
果

が
塩

化
物

総
量

の
規

定
値

の
1
/
2
以

下
の

場
合

は
、

午
後

の
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

（
１

試
験

の
測

定
回

数
は

３
回

と
す

る
）
試

験
の

判
定

は
３

回
の

測
定

値
の

平
均

値
。

塩
化

物
総

量
規

制

※
３

　
品

質
証

明
書

等
と

は
、

JI
S
工

場
で

あ
る

認
証

書
、

配
合

計
画

書
、

納
入

書
、

当
該

試
験

の
製

品
検

査
報

告
書

で
あ

る
。

な
お

、
監

督
員

は
必

要
に

応
じ

、
工

程
管

理
日

報
や

計
量

記
録

等
の

提
出

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

※
４

　
小

規
模

工
種

と
は

、
以

下
の

工
種

を
除

く
工

種
と

す
る

。
橋

台
、

橋
脚

、
杭

類
（
場

所
打

杭
、

井
筒

基
礎

等
）
、

橋
梁

上
部

工
（
桁

、
床

版
、

高
欄

等
）
、

擁
壁

工
（
高

さ
1
m

以
上

）
、

函
渠

工
、

樋
門

、
樋

管
、

水
門

、
水

路
（
内

幅
2
.0

m
以

上
）
、

護
岸

、
ダ

ム
及

び
堰

、
ト
ン

ネ
ル

、
舗

装
、

  
  
  
  
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
工

種
及

び
特

記
仕

様
書

で
指

定
さ

れ
た

工
種

※
５

　
圧

縮
強

度
試

験
に

つ
い

て
は

、
荷

卸
し

時
に

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

を
作

製
す

る
こ

と
。

そ
の

他
の

試
験

に
つ

い
て

は
、

荷
卸

し
時

に
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

。

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「
海

砂
の

塩
化

物
イ

オ
ン

含
有

率
試

験
方

法
」
（
JS

C
E
-
C

5
0
2
,5

0
3
）
ま

た
は

設
計

図
書

の
規

定
に

よ
り

行
う

。
・
対

象
構

造
物

は
、

生
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

取
り

扱
い

マ
ニ

ュ
ア

ル
　

第
４

章
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
に

よ
る

。
・
用

心
鉄

筋
等

を
有

さ
な

い
無

筋
構

造
物

の
場

合
は

省
略

で
き

る
。

・
荷

卸
し

時
１

回
/
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
 m

3
～

1
5
0
m

3
ご

と
に

１
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。

た
だ

し
、

道
路

橋
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
床

版
に

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

用
い

る
場

合
は

原
則

と
し

て
全

運
搬

車
測

定
を

行
う

。
・
道

路
橋

床
版

の
場

合
、

全
運

搬
車

試
験

を
行

う
が

、
ス

ラ
ン

プ
試

験
の

結
果

が
安

定
し

良
好

な
場

合
は

そ
の

後
ス

ラ
ン

プ
試

験
の

頻
度

に
つ

い
て

監
督

員
と

協
議

し
低

減
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
荷

卸
し

時
１

回
/
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
 m

3
～

1
5
0
m

3
ご

と
に

１
回

、
及

び
荷

卸
し

時
に

品
質

変
化

が
認

め
ら

れ
た

時
。

・
荷

卸
し

時
１

回
/
日

以
上

、
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
 m

3
～

1
5
0
m

3
ご

と
に

１
回

な
お

、
テ

ス
ト
ピ

ー
ス

は
打

設
場

所
で

採
取

し
、

1
回

に
つ

き
6
本

（
σ

7
・
・
・
3
本

、
σ

2
8
・
・
・
3
本

）
と

す
る

。
・
早

強
セ

メ
ン

ト
を

使
用

す
る

場
合

は
必

要
に

応
じ

て
1
回

に
つ

き
3
本

（
σ

3
）
を

追
加

で
採

取
す

る
。

※
１

　
工

種
と

は
建

設
工

事
施

工
管

理
基

準
(案

)出
来

形
管

理
適

応
表

の
条

・
工

種
の

欄
に

記
載

さ
れ

る
工

種
で

あ
る

。
※

２
　

JI
S
工

場
と

は
、

JI
S
マ

ー
ク

表
示

認
証

製
品

を
製

造
し

て
い

る
工

場
で

あ
る

。

・
1
日

1
回

以
上

・
1
日

1
回

以
上

・
生

コ
ン

工
場

の
同

一
現

場
へ

の
出

荷
順

に
5
0
m

3
程

度
で

く
く

っ
て

（
打

設
日

が
違

っ
て

も
か

ま
わ

な
い

）
、

1
回

以
上

。
・
打

設
量

が
小

量
で

2
週

間
か

か
っ

て
も

5
0
m

3
に

満
た

な
い

場
合

は
、

2
週

間
で

1
回

以
上

。

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
品

質
検

査
項

目
の

試
験

頻
度

に
つ

い
て

、
「

建
設

工
事

施
工

管
理

基
準

（
案

）
品

質
管

理
基

準
及

び
規

格
値

」
、

生
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

取
り

扱
い

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

「
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

耐
久

性
向

上
」

、
「

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

単
位

水
量

試
験

」
、

及
び

「
日

当
り

打
設

量
が

小
規

模
と

な
る

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
品

質
管

理
基

準
（

案
）

」
に

記
載

さ
れ

る
内

容
を

と
り

ま
と

め
た

も
の

を
下

表
に

示
す

。

JI
S
外

工
場

・
JI

S
工

場
※

2

日
当

た
り

打
設

量
5
0
m

3
未

満
（
配

合
種

類
別

）

―

小
規

模
工

種
以

外
※

４

打
設

量
等

小
規

模
工

種
※

４

1
工

種
当

り
総

使
用

量
5
0
m

3
以

上
※

1
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

5
0
m

3
未

満
※

1

3




